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1. 背景と目的 
2012 年度より中学校第 1,2 学年の保健体育で武道

(剣道を含む)が必修となった．剣道の場合，教員の剣
道経験の浅さの問題に加え，竹刀稽古では防具の着

脱などにより，剣道の実質的な学習に当てられる時

間が少ないなどの問題がある． 
また，剣道に関する既存の教材については，文章

と図・写真による解説 1)やビデオによる解説 2)もある

が，表現や閲覧，検索機能に限界があり教員が所作

や連続仕草の関係性を正確に把握するのは難しい．  
	 そこで，本研究では，中学校の武道(剣道)教育を
竹刀稽古ではなく日本剣道形で実施することを目指

し，電子教材の基礎的な構築を行ってきた3,4)．  
	 本稿では，この電子教材を，剣道初心・初級者の

体育教員でも授業で活用できる電子指導書へ発展さ

せるため，中学校レベルの指導における指導書に必

要な要素を分析し，電子指導書をデザインする． 

2. 電子指導書に必要な項目と要素の検討 
	 電子教材を電子指導書へ発展させるにあたり，次

の 2つの条件を満たす必要があると考える． 
(1) 剣道形の指導書として妥当な水準を満たすこと 
(2) 剣道初心・初級者の教員でも活用できること 

2.1	 条件(1)(2)に関する検討 
	 (1)の「妥当な水準」とは，文部科学省の定める
学習指導要領を満たす，剣道形の習得上必要な項目

および要素や一般的にいう指導書として必要な要素

が含まれていることとする．習得上必要な項目と要

素については全剣連発行の指導書および本研究で構

築した電子教材，監修を担当する杉山(2012) 3)の解

説から抽出を行う．抽出結果を表 1に示す． 
	 一般的な指導書に含まれる要素について，いくつ

かの教科指導書の内容をもとに検討を行い，本研究

では授業計画案(単元全体の計画)，指導案(各授業の
計画)，教材解説(剣道形に関する解説)，用語集(指
導書内の用語索引)で構成することとする．本研究
の電子教材を，指導書として発展させるため，これ

までの教材の評価 4)を元に授業計画案と指導案を追

加していく．さらに，教材解説については，剣道初

心・初級者の体育教員でも理解し活用できるよう，

コンテンツを活かした具体的な指導法を指導案とし

て解説を追加する． 

  
	 (1)の学習指導要領との整合性と(2)の条件につい
ては，剣道高段者による判断が必要であるが，すで

に，2013 年 6 月に浜松市立中学校の剣道部顧問(剣
道教士 7 段)による評価を実施している 4)．その結

果，「礼法と用語集の解説内容が不十分」，「手本

例・正しくない例の図があるとよい」などのコメン

トが得られた．改善策として図を追加するなどが考

えられる．	 

表 1  剣道形の習得上必要な項目とその学習要素 
習得上必要な項目 学習要素 

日本剣道形の知識 日本剣道形を学ぶ意義 

立会前後の作法(礼法) 考え方,立礼,座礼,提刀,帯刀,蹲踞 

木刀の持ち方 
基本姿勢での持ち方, 晴眼の構え 

を中心とした持ち方, 抜刀, 納刀 

足さばき すり足, 歩み足, 踏み込み方 

各構え方 特徴, 考え方, 構え方 

掛声 考え方, 掛声の出し方 

剣道形所作(1 本目〜5 本目) 各本目の所作, 考え方(理合)  

3. 電子指導書のデザイン 
	 前述の条件を満たす電子指導書の構成と要素をも

とに，剣道初心・初級者の体育教員でも授業で活用

できるコンテンツと表現についてデザインしていく． 
	 本電子指導書の利用イメージとして，教員が電子

指導書で事前に知識を得た後，授業計画案から授業

全体の構成を考え，指導案をもとに各授業の詳細な

計画と剣道形の各項目の知識と身体動作の要素を指

導する方法を考え，指導書の教材を授業中に使って

自らの所作に反映させる方法や手本などを生徒へ提

示しながら指導することを想定している．	 

3.1	 電子指導書のコンテンツデザインと表現 
	 剣道初心・初級者の体育教員が，利用イメージの

ように電子指導書を利用できるようにするために， 
剣道形の知識と身体動作および考え方を順序立てて

習得できるよう授業計画案および指導案を構成し，

さらに，授業で正確に身体動作を教えられるように

図や写真や映像を分かりやすく構成したコンテンツ

をデザインする． 
【授業計画案・指導案】 
	 表１の剣道形の習得上必要な項目と要素と並び順

をもとに，中学校 3年間を通して剣道形五本目まで
指導できる構成として授業計画案および指導案を作

成する．図 1,2 に第 1 学年の授業計画案と指導案を
一部抜粋して示す． 
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図 1	  授業計画案の一部 

 
図 2 	 指導案(1時限目)の一部 

【コンテンツ表現】 
	 剣道形の身体動作は連続動作で個々の動作に意味

があるため，テキスト解説のみでは連続仕草やその

関係性を正確に理解することが難しい．そのため，

図や映像を用いて学習コンテンツを表現する．表現

一覧を表 2に示す．  
表 2  コンテンツの表現方法一覧 

表現方法名称 表現内容 
使用 

箇所 

①手本映像 
横から全体を収録した所作の流れ 

を確認するための映像 

礼法, 

剣道形 

②3 画面同期 

  再生映像 

手本映像,仕太刀と打太刀の正面の 3
つの映像を同期再生できる映像 

剣道形 

③正中線映像 
仕太刀正面の映像に中心線をつけ,

手本と初心者を比較できる映像 
剣道形 

④比較映像 
手本映像中の動作を追跡し補助線を

つけ,手本と初心者を比較できる映像 
剣道形 

⑤道具や動作 

  のモデル図 
木刀の名称図や足の動かし方の図等 用語集 

⑥手本例・ 

  正しくない例 
手本例・正しくない例を比較できる図 用語集 

⑦ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞｲﾒｰｼﾞ 前後左右 4 方向から確認できる図 構え方 

	 ①で全体の動作の流れを学習した後，②,③,④を

通して所作を様々な角度から身体の空間的な位置関

係を把握し，指導ポイントや気づきにくい誤った所

作を確認できるようにする 4)．⑤は木刀の名称図な

どをイラストや写真を用いて解説する．⑥は図 3の
ように図内に補助線を入れ，簡明な解説を記載する

ことで，正しい所作の理解につながると考える．ま

た，解説文の内容に関しても見直し，監修担当者の

観点をもとに修正し，下段の構えでの剣先の位置な

どといった一般的な解説書では学べない知識も含め

ている．⑦では構え方を前後左右 4方向から観察す
ることで着目すべきポイントを学習できる． 

	 
図 3	 手本例･正しくない例 

3.2	 構築した電子指導書に関する考察 
	 まず，剣道形の導入の有効性について，電子指導

書の指導案を作成することによって，従来の竹刀稽

古の授業との時間配分の比較が可能となった．先行

研究3)にて視察した福島県のA中学校の第1学年の授
業の時間配分において，準備および防具の着脱に約

30分が充てられていたが，剣道形での授業では，
防具が不要で体操着のまま行えるため，準備時間の

み必要で，15分程度と考えられ，15分程度は多く
実質的な指導に充てられると考える．仮に10回の
授業でも積み上げると150分程度となりこの差は大
きい． 
	 次に，身体動作を伴う授業において，従来型の紙

の指導書と，電子指導書を活用した授業の有効性を

考察する．電子指導書では，学習時に映像や図によ

る所作の確認やリンクされた知識を辿ることで内容

理解を深められ有効であると考えられる． 

4. まとめ 
これまで構築してきた電子教材を，授業現場で活

用できる剣道初心・初級者の体育教員向けの電子指

導書にするため分析を行い，その結果をもとに電子

指導書をデザインした．今後は，実際の現場で活用

できるか，他の問題点の解決に有効かを検証する． 
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